
第 1 回中国環境問題ワークショップ 「環境との対話」 

 

 日時 2008 年 12 月 21 日(日) 10:30-17:30 

 

 場所 総合地球環境学研究所 セミナー室 3・4 

 

 主催        1) 中国環境問題研究拠点（総合地球環境学研究所） 

2)「東アジアの海域交流と日本伝統文化の形成－寧波を焦点とする学際的

創生－」（平成 17～21 年度 文部科学省特定領域研究・代表小島毅） 

 

 共催        1) 熱帯アジアにおける環境変化と感染症」プロジェクト 

（総合地球環境学研究所・プロジェクトリーダー門司和彦） 

2) 「東アジアにおける地域変容の index としての医学・衛生学関係資料」 

（京都大学地域研究統合情報センター公募研究・代表飯島渉） 

 言語：日本語 

         

 午前の部：講演 司会：児玉香菜子（総合地球環境学研究所・拠点研究員） 

 

10:30-10:40  飯島渉（青山学院大学・教授）趣旨説明 

10:40-11:40 包茂紅（北京大学歴史系・教授／桜美林大学・客員教授） 

「中国西北開発と環境－1949 年～現在－」（中国語・逐語訳つき） 

11:40-11:55 井黒忍（大谷大学／日本学術振興会ＰＤ）コメント 

11:55-12:30 討論 

  

 午後の部：「環境との対話 －東アジア海域世界と疾病－」司会：飯島渉 

（青山学院大学・教授） 

 14:00-14:40 岡元司（広島大学）「疫病・環境と東アジア海域史－科研寧波プロジェクト

の紹介を兼ねて－」 

14:40-15:20 山口聰（愛媛大学）「日本緑茶遺伝資源の起源地を求めて」 

15:20-15:40 休憩 

15:40-16:20 真柳誠（茨城大学）「天地と対話する身体－中国医学の伝播 と独自化」 

16:20-17:00 李玉尚（上海交通大学）「清朝初期以降の渤海・黄海における真鯛資源数

量変化」（中国語・逐語訳つき） 

17:00-17:30 討論 

 

 問合せ先：児玉香菜子（総合地球環境学研究所・拠点研究員 kodama ＊ chikyu.ac.jp）、

市川智生（同・プロジェクト研究員 t-ichikawa ＊ chikyu.ac.jp） 


